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小
官
は
、
弓
道
が
趣
味
で
あ

り
古
流
の
弓
術
の
研
究
に
も
没

頭
し
て
い
る
。
そ
の
僅
か
な
が

ら
の
知
識
で
は
あ
る
が
思
う
と

こ
ろ
を
述
べ
た
い
。

　

京
都
の
蓮
華
王
院
（
俗
称
・

三
十
三
間
堂
）
に
お
い
て
江
戸

時
代
に
盛
ん
に
行
わ
れ
た
通
し

矢
と
い
う
競
技
で
名
を
馳
せ
た

流
派
に
、
尾
州
竹
林
派
と
紀
州

竹
林
派
が
あ
り
、
こ
の
竹
林
派

の
秘
伝
書
と
し
て
「
四
巻
の
書
」

と
い
う
も
の
が
あ
る
。
秘
伝
書

と
い
う
か
ら
に
は
技
術
的
な
細

か
い
話
が
述
べ
て
あ
る
か
と
思

う
が
、
実
際
は
抽
象
的
な
内
容

が
そ
の
多
く
を
占
め
る
。
し
か

し
、
こ
の
秘
伝
書
を
読
み
込
む

と「
習
う
と
い
う
こ
と
は
信
ず
る

と
い
う
一
念
で
あ
り
、
他
の
様
々

な
考
え
方
や
教
え
に
惑
わ
さ
れ

て
は
な
ら
な
い
。
惑
う
よ
う
な

者
に
は
教
え
る
な
」
と
い
っ
た
内

容
が
頻
繁
に
出
現
す
る
。
あ
く

ま
で
私
見
で
あ
る
が
、
今
も
昔

も
信
念
が
曲
が
り
易
い
（
ミ
ー

ハ
ー
な
）
者
が
お
り
、
仲
間
割

れ
を
防
ぎ
組
織
を
永
続
さ
せ
る

為
の
戒
め
の
言
葉
で
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
騒
動
に

お
い
て
は
ネ
ッ
ト
上
で
、
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
が
無
く
な
る

と
か
、
医
療
関
係
者
の
家
族
を

糾
弾
す
る
等
の
流
言
飛
語
が
絶

え
な
い
。
我
々
、
自
衛
官
は
組

織
人
と
し
て
こ
れ
ら
の
流
言
飛

語
に
惑
わ
さ
れ
て
い
な
い
だ
ろ

う
か
。
自
衛
隊
ひ
い
て
は
日
本

と
い
う
国
や
組
織
の
永
続
の
為

に
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
科
学

的
根
拠
に
基
づ
い
た
感
染
予
防

策
を
信
じ
る
と
い
う
一
念
が
今

こ
そ
必
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

伝
書
に
は「
信（
し
ん
）」と
い

う
文
字
を
敢
え
て「
神（
し
ん
）」

と
書
き
換
え
た
教
え
が
有
る
。

奇
跡
や
願
い
は
信
じ
る
こ
と
で

成
就
す
る
と
い
う
教
え
が
あ
る
。

　
　
　
「
尾
州
竹
林
射
法

研
究
中
の
弓
人
」

　

午
前
11
時
30
分
頃
、
Ｃ
１
輸

送
機
で
到
着
さ
れ
た
今
城
副
司

令
官
は
エ
プ
ロ
ン
地
区
に
お
い

て
、
３
輸
空
隊
司
令
・
塩
川
１

佐
以
下
主
要
幹
部
の
出
迎
え
を

受
け
た
。

　

今
城
副
司
令
官
は
初
度
視
察

に
先
立
ち
慰
霊
碑
で
あ
る
「
天

翔
の
碑
」
で
献
花
を
実
施
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
司
令
部
庁
舎
に

お
い
て
、
庁
舎
１
階
と
２
階
に

設
置
さ
れ
て
い
る
写
真
パ
ネ
ル

を
ご
覧
に
な
り
「
非
常
に
良
い

写
真
で
あ
り
、
こ
れ
を
自
隊
で

作
成
し
た
の
は
大
変
素
晴
ら
し

い
。」と
の
感
想
を
述
べ
ら
れ
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
状
況
報
告
、

３
輸
空
隊
、
美
保
管
制
隊
、
美

保
気
象
隊
の
施
設
巡
視
、
飛
行

場
地
区
で
は
、
Ｃ
２
輸
送
機
の

機
内
を
視
察
さ
れ
、
第
４
０
３

飛
行
隊
長
の
説
明
を
、
真
剣
な

表
情
で
聞
い
て
お
ら
れ
た
。

　

視
察
初
日
の
最
後
は
３
輸
空

隊
小
講
堂
に
お
い
て
、
幹
部
、

准
曹
隊
員
と
そ
れ
ぞ
れ
座
談
会

を
実
施
さ
れ
た
。

　

空
曹
と
の
座
談
会
で
今
城
副

司
令
官
は
「
私
た
ち
が
目
指
す

と
こ
ろ
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
参

加
者
達
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

自
ら
の
考
え
を
述
べ
ら
れ
た
。

テ
ー
マ
を
さ
ら
に
２
つ
に
分
け
、

前
半
は
「
置
か
れ
た
環
境
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
実
施
さ
れ
た
。
少

子
高
齢
化
が
進
む
日
本
に
お
い

て
、
航
空
自
衛
隊
も
採
用
年
齢

を
上
げ
る
等
の
施
策
が
打
ち
出

さ
れ
、
社
会
人
と
し
て
経
験
の

あ
る
人
達
が
新
隊
員
と
し
て
入

隊
し
て
く
る
時
代
と
な
り
、
こ

の
よ
う
な
隊
員
達
と
ど
の
よ
う

に
接
し
、
導
い
て
い
く
の
か
を
、

ま
た
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
や
近
年
の
日
本
を
取
り
巻
く

安
全
保
障
環
境
の
変
化
の
中

で
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

く
べ
き
な
の
か
と
い
う
議
論
が

な
さ
れ
た
。

　

後
半
は
、「
ど
こ
を
目
指
す
の

か
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
実
施
さ

れ
、
上
級
空
曹
が
若
い
隊
員
を

指
導
し
て
い
く
上
で
、
古
い
考

え
方
は
捨
て
、「
お
前
が
や
れ
」

で
は
な
く
「
俺
が
や
る
か
ら
、

お
前
も
や
れ
」
と
い
う
考
え
を

持
ち
、
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
常
に
先
頭
に
立
ち
、
後
輩
た

ち
を
引
っ
張
っ
て
い
く
気
概
を

持
っ
て
欲
し
い
と
述
べ
ら
れ
た
。

ま
た
、
一
つ
の
仕
事
だ
け
に
取

り
組
む
の
で
は
な
く
、
自
分
一

人
で
数
種
類
の
仕
事
を
こ
な
せ

る
よ
う
日
々
の
努
力
を
継
続

し
、
個
々
の
ス
キ
ル
を
上
げ
て

　

美
保
気
象
隊
は
、６
月
23
日
、

24
日
の
２
日
間
、
航
空
気
象
群

司
令
・
猿
渡
辰
也
１
佐
に
よ
る

部
隊
初
度
視
察
を
受
察
し
た
。

　

２
日
間
の
視
察
で
は
幹
部
挨

拶
、
状
況
報
告
を
初
日
に
実
施

し
、
視
察
２
日
目
は
、
高
尾

山
分
屯
基
地
に
所
在
す
る
気
象

レ
ー
ダ
ー
局
舎
の
施
設
巡
視
を

は
じ
め
、
美
保
基
地
内
の
気
象

隊
管
理
施
設
の
巡
視
を
実
施
さ

れ
た
。
午
後
か
ら
は
、
３
輸
空

隊
小
講
堂
に
お
い
て
、「
地
上
安

全
褒
賞
」
の
授
与
式
、
そ
の
後
、

訓
話
が
実
施
さ
れ
た
。
訓
話
は
、

座
談
会
の
形
式
で
実
施
さ
れ
、

参
加
者
は
全
員
が
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
、
マ
ス

ク
着
用
と
換
気
、
適
度
な
距
離

を
取
っ
た
上
で
実
施
さ
れ
た
。

　

座
談
会
の
中
で
、
猿

渡
気
象
群
司
令
は
、「
皆

さ
ん
は
、
気
象
隊
の
隊

員
で
、
器
材
の
整
備
や

気
象
観
測
が
仕
事
の
中

心
で
あ
る
と
は
思
い
ま

す
が
、
そ
れ
ら
の
仕
事

以
外
の
こ
と
を
体
験
す

る
機
会
を
自
分
で
見
つ

け
て
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
欲
し
い
。
こ
れ
か

ら
の
航
空
自
衛
官
は
、

危
機
に
陥
っ
た
時
に
自

分
で
考
え
て
行
動
に
移

せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
思
う
。
何
も

な
い
時
こ
そ
、
い
ろ
い

ろ
な
事
を
考
え
て
欲
し

航
空
気
象
群
司
令
が
初
度
視
察

常
に
自
分
で
考
え
続
け
て
欲
し
い

　

飛
行
群
、
整
備
補
給
群
及
び

検
査
隊
は
６
月
26
日（
金
）、
基

地
内
「
天
翔
の
碑
」
前
に
お
い
て

慰
霊
行
事
を
実
施
し
た
。

　

こ
の
慰
霊
行
事
は
、
平
成
12

年
６
月
28
日
、
島
根
県
隠
岐
島

北
西
の
空
域
に
お
い
て
発
生
し

た
Ｃ
１
輸
送
機
の
墜
落
事
故
で

殉
職
さ
れ
た
５
名
の
隊
員
の
追

悼
と
事
故
の
発
生
し
た
日
を
事

故
防
止
へ
の
決
意
を
新
た
に
す

る
日
と
し
て
毎
年
開
催
し
て
い

る
。

　

当
日
は
、
小
雨
の
降
り
続
く

中
、
午
前
７
時
の
飛
行
群
を
皮

切
り
に
、
検
査
隊
、
整
備
補
給

群
所
属
の
隊
員
が
「
天
翔
の
碑
」

前
に
整
列
し
、
慰
霊
行
事
が
開

催
さ
れ
た
。

　

式
で
は
、「
天
翔
の
碑
」
の
建

立
の
経
緯
が
説
明
さ
れ
た
後
、

殉
職
隊
員
名
簿
の
奉
読
、
参
列

隊
員
に
よ
る
黙
と
う
が
実
施
さ

れ
、
最
後
に
代
表
者
が
献
花
を

実
施
し
た
。

　

飛
行
群
司
令
・
川
口
裕
史
１

佐
は
追
悼
行
事
で「
我
々
に
と
っ

て
飛
行
安
全
は
永
遠
の
課
題
で

あ
り
、
安
全
活
動
に
終
わ
り
は

な
い
と
い
う
こ
と
を
痛
感
し
て

い
ま
す
。
今
一
度
、
飛
行
安
全

に
対
す
る
手
綱
を
締
め
直
し
、

そ
の
使
命
を
全
う
せ

ん
と
し
て
職
に
殉
じ

ら
れ
た
英
霊
の
透
徹

し
た
使
命
感
溢
れ
る

精
神
を
我
々
は
継
承

し
、
尊
い
犠
牲
を
無

に
す
る
こ
と
な
い
よ

う
全
力
を
尽
く
し
て

ま
い
り
ま
す
。」（
要

旨
）
と
追
悼
の
言
葉

を
述
べ
た
。

い
。
た
と
え
答
え
が
出
な
く
て

も
考
え
続
け
る
こ
と
が
大
切
な

の
だ
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て

欲
し
い
。」（
要
旨
）と
述
べ
ら
れ

た
。

い
け
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
ほ
し

い
と
要
望
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
今
城
副
司
令
官

は
「
ゴ
ー
ル
は
定
年
で
は
な
い
。

皆
さ
ん
が
自
ら
の
ス
キ
ル
を
磨

き
続
け
、
本
当
の
ゴ
ー
ル
に
到

達
出
来
る
よ
う
努
力
す
れ
ば
、

後
に
続
く
若
い
隊
員
達
も
「
あ

ん
な
先
輩
に
な
り
た
い
。」
と
考

え
て
努
力
し
て
く
れ
る
は
ず
。

頑
張
っ
て
ほ
し
い
。」（
要
旨
）と

述
べ
ら
れ
た
。

　

視
察
２
日
目
は
、
Ｔ
４
０
０

練
習
機
へ
の
搭
乗
視
察
と
フ
ラ

イ
ト
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
視
察
が

実
施
さ
れ
た
。

　

第
41
教
育
飛
行
隊
で
課
程
学

生
の
教
育
の
状
況
等
を
確
認
さ

れ
た
今
城
副
司
令
官
は
、
視
察

の
全
日
程
を
終
え
、
午
後
1
時

過
ぎ
、
Ｃ
１
輸
送
機
で
美
保
基

地
を
後
に
し
た
。

無
事
故
の
誓
い
を
新
た
に
献
花
追
悼

飛
行
群
、
整
備
補
給
群
、
検
査
隊
の
隊
員
が
参
列

　

７
月
２
日
、
３
日
の
２
日
間
、
第
３
輸
送
航
空
隊
、
美
保
管
制
隊
、
美
保
気
象
隊
は
今
城
副
司

令
官
に
よ
る
初
度
の
部
隊
視
察
を
受
察
し
た
。

司令部庁舎内に設置された写真パネルを見る司令部庁舎内に設置された写真パネルを見る

司令部庁舎前での記念撮影司令部庁舎前での記念撮影
（この時だけマスクを外しています）（この時だけマスクを外しています）

追悼の言葉を述べる川口飛行群司令追悼の言葉を述べる川口飛行群司令

検査隊長と検査隊員検査隊長と検査隊員 献花する湯川整備補給群司令献花する湯川整備補給群司令

天翔の碑に献花される今城支援集団副司令官（献花時のみマスクを外す）天翔の碑に献花される今城支援集団副司令官（献花時のみマスクを外す）

Ｃ２輸送機機内で説明を受ける様子Ｃ２輸送機機内で説明を受ける様子

航
空
支
援
集
団
副
司
令
官
が
部
隊
初
度
視
察

今
城
弘
治
空
将
補「
私
た
ち
が
目
指
す
と
こ
ろ
」
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前
回
の
「
だ
い
せ
ん
」
新
聞
で

紹
介
し
た
基
地
資
料
館
前
に
地

上
展
示
さ
れ
て
い
る「
Ｆ
１
支
援

戦
闘
機
」の
塗
装
作
業
が
こ
の
度

終
了
し
た
。

　

７
月
30
日（
木
）、
同
地
上
展

示
機
前
で
、
塩
川
３
輸
空
隊
司

令
を
は
じ
め
、
塗
装
作
業
に
尽

力
し
て
く
れ
た
修
理
隊
工
作
分

隊
、
施
設
隊
土
木
建
築
小
隊
、

基
地
広
報
班
員
、
さ
ら
に
は
、

同
作
業
に
参
加
し
て
く
れ
た
隊

員
達
が
参
加
し
て
、
美
し
く
蘇
っ

た
同
機
の
お
披
露
目
が
開
催
さ

　

鳥
取
地
方
協
力

本
部
は
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
初
の
試

み
と
し
て
６
月
11

日
、
県
立
鳥
取
商

業
高
校
の
生
徒
に

対
し
、S

k
y
p
e

を
通
じ
て
自
衛
隊

説
明
会
を
実
施
し

た
。

　

こ
の
説
明
会
に

は
、
鳥
取
地
本
募

集
担
当
者
と
鳥
取

商
業
高
校
を
昨
年

卒
業
し
た
３
輸
空

隊
基
業
群
施
設
隊

の
大
原
聖
良
士
長

が
参
加
し
、
自
衛
隊
に
興
味
の

あ
る
男
女
合
わ
せ
て
４
人
の
生

徒
に
対
し
、
陸
海
空
自
衛
隊
の

制
度
、
特
色
、
職
種
な
ど
を
、

約
30
分
間
に
わ
た
っ
て
説
明
し

た
。

　

参
加
生
徒
か
ら
の
、「
教
育
隊

で
大
変
だ
っ
た
こ
と
」、「
転
勤

　

６
月
４
日
（
木
）、
美
保
基

地
は
、
基
地
正
門
前
道
路
の
環

境
整
備
を
実
施
し
た
。

　

環
境
整
備
に
は
、３
輸
空
隊
、

美
保
管
制
隊
、
美
保
気
象
隊
、

さ
ら
に
は
、
陸
上
自
衛
隊
美
保

分
屯
地
か
ら
30
名
を
超
え
る
隊

員
が
参
加
し
、
午
後
１
時
30
分

か
ら
約
１
時
間
、
基
地
正
門
前

道
路
の
車
道
と
歩
道
の
境
界
に

生
え
て
い
る
雑
草
の
駆
除
と
ゴ

ミ
の
回
収
を
実
施
し
た
。

　

雑
草
は
、
膝
よ
り
高
い
位
置

ま
で
伸
び
て
い
る
も
の
も
多
く

あ
り
、
参
加
し
た
隊
員
た
ち
は
、

周
辺
私
有
地
へ
の
草
や
石
の
飛

散
防
止
の
た
め
草
刈
り
機
を
使

れ
た
。

　

塩
川
司
令
か
ら
は
、
作
業
に

携
わ
っ
た
隊
員
達
に
対
し
て「
本

当
に
あ
り
が
と
う
。
皆
さ
ん
の

お
か
げ
で
Ｆ
１
が
現
役
当
時
の

美
し
さ
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。」

と
労
い
の
言
葉
が
か
け
ら
れ
る

と
参
加
者
全
員
が
拍
手
で
お
色

直
し
完
了
を
祝
し
た
。

　

参
加
し
た
隊
員
達
か
ら
は

「
Ｆ
１
が
き
れ
い
に
な
っ
て
嬉

し
い
で
す
。
基
地
見
学
に
来
ら

れ
た
方
も
喜
ん
で
く
だ
さ
る
と

い
い
で
す
ね
。」
と
の
コ
メ
ン
ト

　

６
月
３
日
～
５
日
ま
で
の
３

日
間
、
基
地
業
務
群
管
理
隊
警

備
小
隊
は
「
ラ
ッ
パ
技
能
判
定
」

を
開
催
し
た
。

　

同
判
定
は
、
個
人
の
ラ
ッ
パ

の
練
度
を
確
認
す
る
と
と
も
に

練
度
に
応
じ
た
等
級
を
付
与
し

各
種
任
務
遂
行
時
の
基
準
（
美

保
基
地
独
自
）
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
２
ヶ
月
に
１
回

は
、
ど
れ
く
ら
い
の
頻
度
で
あ

る
の
か
」、「
休
み
は
し
っ
か
り
も

ら
え
る
の
か
」な
ど
の
質
問
に
丁

寧
に
答
え
て
い
た
。

　

最
後
に
、
卒
業
生
で
あ
る
大

用
せ
ず
、
手
作
業
で
丁

寧
に
除
草
作
業
を
実
施

し
た
。

　

環
境
整
備
終
了
後
は

清
掃
前
と
は
見
違
え
る

ほ
ど
、
き
れ
い
に
な
り
、

参
加
し
た
隊
員
か
ら
は

「
普
段
は
車
で
通
過
す

る
だ
け
な
の
で
、
全
く

気
が
付
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
除
草
を
終
え
て
、

改
め
て
見
る
と
正
門
周

辺
が
キ
レ
イ
に
な
っ
て
い

て
気
持
ち
い
い
で
す
。」

と
汗
を
光
ら
せ
な
が
ら

の
感
想
が
聞
か
れ
た
。

地
上
展
示
機
の
お
色
直
し
が
完
了

地
上
展
示
機
の
お
色
直
し
が
完
了

現
役
時
代
の
雄
姿
が
見
事
に
よ
み
が
え
る　

現
役
時
代
の
雄
姿
が
見
事
に
よ
み
が
え
る　

SS
ス カ イ プス カ イ プ

kypekypeで自衛隊説明会で自衛隊説明会
施設隊・大原士長が後輩たちにエール！施設隊・大原士長が後輩たちにエール！

基
地
正
門
前
道
路
の

環
境
整
備
を
実
施
　
　

車
道
脇
の
雑
草
を
丁
寧
に
除
草

日
頃
の
練
習
の
成
果
は
出
た
？

日
頃
の
練
習
の
成
果
は
出
た
？

警
備
小
隊
が
ラ
ッ
パ
技
能
判
定
を
開
催

警
備
小
隊
が
ラ
ッ
パ
技
能
判
定
を
開
催

私のおかあさん
外江小学校５年　橋本侑奈 さん
美保管制隊　橋本泰子　２曹　長女

が
聞
か
れ
た
。

　

一
日
も
早
く
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
終
息
に
向
か
い
基

地
見
学
に
訪
れ
た
方
々
に
現
役

時
代
の
雄
姿
が
蘇
っ
た
同
機
を
、

お
披
露
目
出
来
る
日
が
来
る
こ

と
を
祈
る
ば
か
り
で
あ
る
。

原
士
長
は
、「
集
団
生
活
に
慣
れ

る
ま
で
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
慣

れ
る
と
同
時
に
同
期
と
の
絆
、

団
結
が
深
ま
り
、
辛
い
こ
と
も

乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
皆
さ
ん
も
い
ろ
い
ろ
と
不

安
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ぜ

ひ
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。」

と
生
徒
た
ち
に
エ
ー
ル
を
送
り
、

説
明
会
は
終
了
し
た
。

空
士
隊
員
の
技
能
向
上
が
顕
著

で
あ
っ
た
と
感
じ
た
。
本
番
で

緊
張
し
て
普
段
通
り
の
実
力
を

発
揮
出
来
な
か
っ
た
者
も
い
た

が
、
ラ
ッ
パ
吹
奏
も
警
備
事
案

対
処
と
同
様
に
、
や
り
直
し
が

き
か
な
い
も
の
な
の
で
胆
力
を

養
う
の
に
、
良
い
機
会
に
も
な
っ

た
。」と
講
評
を
述
べ
た
。

程
度
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
は
３
日
間
で
計
21
名
の

隊
員
が
判
定
に
臨
み
、
上
級
に

６
名
、
中
級
に
11
名
、
初
級
に

４
名
の
隊
員
が
そ
れ
ぞ
れ
認
定

さ
れ
た
。

　

判
定
結
果
を
受
け
、
警
備
小

隊
長
・
厚
地
３
尉
は
「
他
の
訓

練
等
で
練
成
時
間
が
少
な
い
中

よ
く
頑
張
っ
て
く
れ
た
。
特
に

隊員達を労う塩川司令隊員達を労う塩川司令

判定に臨む、加古　望士長判定に臨む、加古　望士長

整列し講評を受ける隊員達整列し講評を受ける隊員達鳥取商業高校の生徒の皆さん鳥取商業高校の生徒の皆さん

丁寧に根っこから抜いていきます丁寧に根っこから抜いていきます写真中央が侑奈さん写真中央が侑奈さん

こちらは地方協力本部の隊員たち（右から2人目が大原士長）こちらは地方協力本部の隊員たち（右から2人目が大原士長）

展示機前での記念撮影展示機前での記念撮影
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６
月
19
日（
金
）、
美
保
基
地

は
令
和
２
年
度
初
の
モ
ニ
タ
ー

活
動
と
し
て
、
美
保
基
地
研
修

を
実
施
し
た
。

　

研
修
に
は
、
今
年
度
の
基
地

モ
ニ
タ
ー
、
防
衛
モ
ニ
タ
ー
、

さ
ら
に
は
、
陸
上
自
衛
隊
美
保

分
屯
地
モ
ニ
タ
ー
の
計
７
名
の

方
々
に
参
加
し
て
頂
い
た
。

　

研
修
は
、
参
加
者
全
員
が
マ

ス
ク
着
用
、
手
洗
い
、
３
密
回

避
等
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ

の
感
染
予
防
を
徹
底
し
た
上
で

　

６
月
29
日
（
月
）、
司
令
部

庁
舎
１
階
、基
地
渉
外
室
横
と
、

２
階
の
階
段
を
上
が
っ
て
す
ぐ

の
壁
面
に
写
真
パ
ネ
ル
が
設
置

さ
れ
た
。

　

こ
の
写
真
パ
ネ
ル
は
、
基
地

広
報
班
が
主
体
と
な
り
、
司
令

部
庁
舎
に
来
訪
さ
れ
た
方
に
対

し
て
美
保
基
地
へ
の
ご
理
解

を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
設
置
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

パ
ネ
ル
の
作
成
に
は
、
施

設
隊
の
土
木
建
築
小
隊
が
全

面
的
に
協
力
し
て
く
れ
た
。

ま
た
、
掲
示
さ
れ
て
い
る
写

真
は
、
プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
の

赤
塚
聡
氏
か
ら
提
供
を
受
け

た
も
の
で
あ
る
。

　

当
日
は
、
塩
川
３
輸
空

隊
司
令
と
荒
木
基
群
司
令
に

よ
る
除
幕
セ
レ
モ
ニ
ー
が
執

り
行
わ
れ
た
。
セ
レ
モ
ニ
ー

実
施
し
た
。

　

午
前
９
時
、
基
地
資
料
館
に

集
合
し
た
モ
ニ
タ
ー
の
方
々
は

最
初
に
資
料
館
内
の
視
聴
覚
室

に
お
い
て
、
美
保
基
地
の
概
要

説
明
を
受
け
ら
れ
た
。
概
要
説

明
後
、
資
料
館
に
展
示
さ
れ
て

い
る
資
料
を
見
学
し
、
そ
の
後
、

警
備
小
隊
に
お
い
て
、
警
備
犬

の
訓
練
風
景
を
見
学
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
Ｃ
２
輸
送
機
、
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
、
体
験
喫
食
を
挟
ん

で
、
午
後
か
ら
は
、
管
制
塔
、

も
と
境
港
市
出
身
で
、
基
地
近

傍
に
つ
い
て
は
「
昼
の
総
合
案
内

所
」
と
も
呼
ば
れ
る
程
詳
し
い

の
で
着
隊
し
た
ば
か
り
の
新
隊

員
の
皆
さ
ん
は
是
非
お
ス
ス
メ

の
ス
ポ
ッ
ト
を
聞
い
て
み
る
の

も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

ん
な
酒
田
３
曹
の
御
家
族
で
す

が
、
妻
の
亜
耶
（
あ
や
）
さ
ん
、

４
歳
に
な
る
長
女
の
千
聖
（
ち

せ
）
ち
ゃ
ん
、
１
歳
に
な
る
次

司
令
部
庁
舎
内
に
新
ス
ポ
ッ
ト
誕
生
！

Ｃ
２
輸
送
機
の
写
真
パ
ネ
ル
を
設
置

ホ
ー
プ
登
場

明
る
い
個
性
派
３
人
衆

整
備
補
給
群
修
理
隊
電
機
分
隊　

仲
田
　
圭
佑 

１
士

廣
瀬
　
　
颯 

１
士

廣
江
　
亜
侑 

１
士

酒田       さん宅の巻
整備補給群装備隊

繁
亜耶

「いつまでも新鮮で明るい家庭で」

女
の
歩
弥
（
ふ
み
）
ち
ゃ
ん
の
４

人
家
族
だ
そ
う
で
、
さ
ぞ
か
し

家
の
中
は
賑
や
か
な
こ
と
と
思

い
ま
す
。
亜
耶
さ
ん
と
の
出
会

い
は
10
年
前
に
遡
る
そ
う
で
、

小
松
基
地
の
納
涼
祭
で
職
場
の

先
輩
が
紹
介
し
て
く
れ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
と
な
り
交
際
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
し
て
約

３
年
の
交
際
を
経
て
、
め
で
た

く
ゴ
ー
ル
イ
ン
し
た
そ
う
で
す
。

モ
ニ
タ
ー
の
方
々
が
基
地
研
修

モ
ニ
タ
ー
の
方
々
が
基
地
研
修

基
地
内
の
施
設
等
を
見
学

お
互
い
の
第
一
印
象
は
、
酒
田

３
曹
「
酔
っ
て
い
て
あ
ま
り
覚
え

て
い
な
い
…
」
←
し
か
し
笑
顔
が

可
愛
か
っ
た
の
は
覚
え
て
い
る
。

亜
耶
さ
ん
「
テ
ン
シ
ョ
ン
高
く
て

元
気
な
や
つ
」
だ
っ
た
そ
う
で
、

お
互
い
惹
か
れ
た
所
は
、
酒
田

３
曹
「
何
で
も
一
緒
に
楽
し
ん
で

く
れ
る
所
」、
亜
耶
さ
ん
「
一
緒

に
い
る
と
楽
し
い
」
だ
そ
う
で
、

こ
れ
ら
の
コ
メ
ン
ト
を
聞
い
て
、

結
婚
７
年
目
？
新
婚
さ
ん
？
と

聞
き
返
し
た
く
な
る
ほ
ど
、
私

も
顔
が
ほ
こ
ろ
ぶ
と
同
時
に
初

心
に
返
る
大
切
さ
を
学
び
反
省

し
ま
し
た
。
ま
だ
お
子
さ
ん
も

小
さ
く
家
事
に
育
児
に
奮
闘
中

の
酒
田
家
で
す
が
、
将
来
い
つ

か
家
族
み
ん
な
で
屋
久
島
旅
行

に
行
く
の
が
夢
だ
そ
う
で
す
。

家
族
の
た
め
、
そ
し
て
我
が
社

の
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
、
即
戦
力

と
し
て
多
忙
な
日
々
を
送
る
酒

田
３
曹
を
み
な
さ
ん
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

梅
雨
が
明
け
、
真
夏
日
が
訪

れ
る
頃
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆

さ
ん
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
？
今
回
の
家
庭
訪
問
は
、

今
年
３
月
に
小
松
基
地
か
ら
転

入
し
て
来
ら
れ
ま
し
た
酒
田
３

曹
の
御
家
族
を
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
酒
田
３
曹
は
も
と

　

２
人
目
は
、
兵
庫
県
出
身
、

廣
瀬
颯
１
士
19
歳
で
す
。
趣
味

は
食
べ
歩
き
、
と
に
か
く
食
べ

る
こ
と
。
カ
レ
ー
は
飲
み
物
！

と
言
わ
ん
ば
か
り
の
大
食
漢
で

す
。
最
近
は
食
べ
す
ぎ
を
気
に

し
て
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
決
意
し
、

運
動
し
て
痩
せ
よ
う
と
努
力
し

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

３
人
目
は
、
島
根
県
出
身
、

廣
江
亜
侑
１
士
19
歳
で
す
。
趣

味
は
ラ
イ
ブ
鑑
賞
、
バ
ス
ケ
、

同
期
と
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
す
。

大
の
寿
司
好
き
で
、
毎
週
末
食

べ
に
行
く
程
の
常
連
で
す
。
ち

な
み
に
お
す
す
め
の
ネ
タ
は
、

オ
ニ
オ
ン
サ
ー
モ
ン
だ
そ
う
で

す
。

　

と
に
か
く
明
る
く
元
気
溢
れ

る
３
人
が
加
わ
り
、
職
場
は
と

て
も
明
る
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
大
き
な
戦
力
に
な
る

３
人
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　
（
Ｉ
士
長
）

救
命
装
備
品
、
Ｔ
４
０
０
練
習

機
、
最
後
に
美
保
分
屯
地
の
見

学
が
実
施
さ
れ
た
。

　

参
加
さ
れ
た
モ
ニ
タ
ー
の

方
々
か
ら
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
で
自
衛
隊
の
皆

さ
ん
も
大
変
な
中
、
こ
の
よ

う
な
企
画
を
し
て
い
た
だ
き
と

て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
普

段
、
見
る
こ
と
の
な
い
航
空
機

の
操
縦
席
や
救
命
装
備
品
の

整
備
風
景
等
を
見
学
で
き
て
、

と
て
も
充
実
し
た
研
修
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
機
会
が
あ
れ
ば
、

積
極
的
に
モ
ニ
タ
ー
活
動
に

参
加
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。」と
の
感
想
を
頂
い
た
。

後
、
写
真
パ
ネ
ル
を
作
成
し
て

く
れ
た
施
設
隊
の
隊
員
に
対
し

て
、
塩
川
司
令
か
ら
労
い
の
言

葉
と
共
に
お
礼
の
品
が
手
渡
さ

れ
た
。

　

新
た
な
美
保
基
地
の
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
、
多
く
の
方
々
に
見

て
頂
け
た
ら
と
思
う
。

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！
今

回
は
修
理
隊
電
機
分
隊
の
仲
間

に
な
っ
た
期
待
の
３
名
を
紹
介

し
ま
す
。

　

ま
ず
１
人
目
は
、
鳥
取
県
出

身
、
仲
田
圭
佑
１
士
23
歳
で
す
。

趣
味
は
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
、

旅
行
、
ス
ノ
ボ
、
Ｂ
Ｂ
Ｑ
な
ど

ア
ウ
ト
ド
ア
を
中
心
に
休
日
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。
職
場
の
中

で
は
い
じ
ら
れ
キ
ャ
ラ
で
す
が
、

キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
で
鍛
え
た

筋
力
は
誰
に
も
負
け
な
い
電
機

分
隊
の
力
持
ち
で
す
。

Ｃ２輸送機前で写真撮影Ｃ２輸送機前で写真撮影

救命装備品を見学しました救命装備品を見学しました

写真左：歩弥ちゃん（次女）写真左：歩弥ちゃん（次女）
右：千聖（ちせ）ちゃん（長女）右：千聖（ちせ）ちゃん（長女）

除幕式の様子除幕式の様子

パネルを作成してくれた施設隊の皆さんですパネルを作成してくれた施設隊の皆さんです
左から：今西３曹　福永士長　寳﨑２曹　川上１尉左から：今西３曹　福永士長　寳﨑２曹　川上１尉

左から：仲田１士　廣江１士　廣瀬１士左から：仲田１士　廣江１士　廣瀬１士
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みずみずしくて、爽やかな味が人気の鳥取みずみずしくて、爽やかな味が人気の鳥取
県の名産品です。毎年食べるのを楽しみ県の名産品です。毎年食べるのを楽しみ
にしています。早く店頭に並ばないかな！にしています。早く店頭に並ばないかな！

二十世紀梨二十世紀梨

○趣　味　ピアノ
○理想の男性　一緒に成長出来る人
○自衛官（隊）をどう思いますか？
　なんでもキチッとしている印象です。
○今、一番してみたいこと
　ピアノライブを開催したいです。
○記者のコメント
３歳の時にピアノを始めたという小林さん。
ピアノのお話の時が一番楽しそうでした。

小
林
　
優
子 

さ
ん
　

　

大
山
新
聞
を
ご
覧
の
み
な
さ

ん
こ
ん
に
ち
は
！！
今
回
は
基
地

業
務
群
衛
生
隊
の
業
務
に
つ
い

て
Ｍ
１
士
が
ご
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

私
た
ち
衛
生
隊
は
、
体
調
を

崩
し
た
方
や
怪
我
を
さ
れ
た
方

の
手
当
て
や
心
の
ケ
ア
を
行
う

「
診
療
班
」、
各
種
の
健
康
診

断
や
身
体
検
査
を
行
う
「
航
空

衛
生
班
」、
衛
生
隊
長
が
優
し

く
治
療
す
る
「
歯
科
診
療
班
」、

医
療
資
材
等
の
管
理
を
担
当
し

て
い
る
縁
の
下
の
力
持
ち「
薬
剤

衛
生
資
材
班
」、
最
後
に
こ
れ

ら
全
て
の
班
を
管
理
す
る
「
総

括
班
」、
こ
の
５
つ
の
班
で
皆
さ

ん
の
健
康
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
今
回
皆
様
に
知
っ

て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
は
、
航

空
衛
生
班
が
行
っ
て
い
る
身
体

検
査
と
健
康
診
断
の
違
い
に
つ

い
て
で
す
。

　

身
体
検
査
と
は
、
入
隊
を
希

望
す
る
方
た
ち
や
パ
イ
ロ
ッ
ト

な
ど
航
空
業
務
に
従
事
す
る
隊

員
、
各
種
要
員
の
選
抜
時
等
に

お
い
て
、
そ
の
業
務
に
あ
た
っ
て

身
体
的
に
支
障
が
な
い
か
を
検

査
、
確
認
す
る
こ
と
で
す
。

　

健
康
診
断
は
、
各
種
検
査
項

目
を
毎
年
計
測
し
て
「
Ａ
」
～

「
Ｄ
」
の
判
定
区
分
を
付
与
し
、

隊
員
の
健
康
状
態
の
向
上
や
疾

病
予
防
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

実
施
し
ま
す
。

　

日
々
の
食
生
活
の
改
善
や
適

度
な
運
動
、
必
要
で
あ
れ
ば
積

極
的
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
で

健
康
状
態
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

活
気
溢
れ
る
部
隊
の
一
員
と
し

て
活
躍
で
き
る
よ
う
に
、
身
体

検
査
や
健
康
診
断
の
結
果
を
有

効
活
用
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！！

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
私
の

出
身
地
は
、
福
岡
県
南
部
に
位

置
す
る
豊
前
市
で
す
。
皆
さ
ん

に
豊
前
市
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
に
、
市
の
見
所
を
紹
介
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
紹
介
す
る
の
は
「
名

所
」
千
手
観
音
で
す
。
元
国
宝

で
あ
り
現
在
も
重
要
文
化
財
と

し
て
大
変
貴
重
な
も
の
で
す
。

　

言
い
伝
え
で
は
、
本
堂
の
裏

に
あ
る
湧
き
水
で
作
っ
た
お
か

ゆ
を
食
べ
る
と
乳
の
出
が
よ
く

な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ

と
か
ら
乳
の
観
音
と
も
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
豊
前
市
に
来

ら
れ
た
際
は
参
拝
し
て
み
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
続
い
て
紹

介
す
る
の
は
、「
食
」
で
す
。
豊

前
は
、
豊
前
海
と
呼
ば
れ
る
海

に
面
し
て
い
て
新
鮮
な
海
の
幸

が
す
ご
く
美
味
し
い
で
す
。「
う

５
つ
の
班
で
皆
さ
ん
の

健
康
を
守
っ
て
い
ま
す

基
地
業
務
群
衛
生
隊

職
場
紹
介

　

少
し
ず
つ
で
す
が
、
気
温
も

上
が
り
蒸
し
暑
く
感
じ
る
日
が

続
い
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す

が
、
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。

　

今
回
の
レ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ッ
ト

は
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
に
ピ
ッ

タ
リ
の
レ
ジ
ャ
ー
の
数
々
を
兵

庫
県
の
淡
路
島
か
ら
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
さ
に
夏
に

お
ス
ス
メ
の
ス
ポ
ッ
ト
で
、
ご

家
族
や
お
子
様
連
れ
で
気
軽
に

楽
し
め
る
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

　

最
初
に
紹
介
す
る
の
は
、
マ

リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
「
パ
ラ
セ
ー
リ

ン
グ
」
で
す
。
パ
ラ
セ
ー
リ
ン
グ

と
い
う
と
、
び
し
ょ
濡
れ
に
な

り
な
が
ら
楽
し
む
ス
ポ
ー
ツ
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
こ
淡
路
島
の
パ
ラ
セ
ー
リ
ン

グ
で
は
水
着
が
な
く
て
も
挑
戦

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い

ま
す
。
船
上
か
ら
上
空
に
上
が

り
、
再
び
船
上
に
降
り
て
く
る

の
で
水
に
濡
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。
基
本
的
に
は
２
人
乗

り
な
の
で
す
が
、
条
件
次
第
で

は
３
人
乗
り
も
可
能
で
、
参
加

可
能
年
齢
も
３
歳
か
ら
80
歳
と

幅
広
く
設
定
さ
れ
て
お
り
、
小

さ
な
お
子
様
と
も
一
緒
に
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

次
に
紹
介
す
る
の
は
、「
ニ
ン

ゲ
ン
ノ
モ
リ
」
と
い
う
施
設
で

す
。
こ
こ
は
、
様
々
な
ア
ニ
メ

や
漫
画
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
純

日
本
産
の
ア
ニ
メ
パ
ー
ク
で
す
。

広
大
な
自
然
の
中
で
思
い
っ
き

り
体
を
動
か
し
、
中
に
は
絶
叫

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
あ
り
ま
す
。

森
全
体
が
暗
く
な
る
夕
方
以

降
は
、
最
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を

用
い
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ

ピ
ン
グ
を
利
用
し
た
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
も
開
催
さ
れ
て
お
り
、

家
族
み
ん

な
で
存
分
に

楽
し
め
る
で

し
ょ
う
。

　

最
後
に
、

島
内
に
所
在

す
る
「
休
暇

村
南
淡
路
」

の
「
潮
騒
の

湯
」
を
紹
介

し
ま
す
。
南

淡
路
休
暇
村

に
は
温
泉
の

源
泉
が
６
つ

あ
り
、
そ
の

う
ち
の
１
つ

が
「
潮
騒
の

湯
」
な
の
だ

そ
う
で
す
。

昼
間
に
た
く

さ
ん
体
を
動

レ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ッ
ト

淡
路
島
の
ホ
ッ
ト
な

　
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
ま
す

住
所
　
鳥
取
県
境
港
市

６
月
30
日　

上
野
　
正
敬
准
尉

第
２
の
人
生

お
元
気
で

６
月
定
年
退
官
者

み
て
ら
す
豊
前
」
と
い
う
お
店

で
は
、
豊
前
海
で
獲
れ
た
そ
の

時
期
の
旬
の
魚
を
定
食
や
刺
身

と
し
て
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
特
に
、
私
が
お
勧
め
す
る

の
が
八
月
か
ら
十
月
に
か
け
て

食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
「
鱧
の
天

丼
」
で
す
。
身
が
噛
ま
ず
と
も

ホ
ロ
ホ
ロ
と
く
ず
れ
、
口
一
杯
に

広
が
る
海
の
香
り
は
他
の
魚
で

は
言
い
表
せ
な
い
至
福
の
時
間

を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
気
に
な
っ

た
方
は
、
是
非
食
べ
に
来
て
く

だ
さ
い
。
で
も
、
数
量
限
定
で

か
し
、
夜
は
疲
れ
た
体
を
温
泉

が
癒
し
て
く
れ
る
な
ん
て
最
高

だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
。
施
設
内

の
露
天
風
呂
か
ら
は
鳴
門
海
峡

が
一
望
で
き
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は

美
味
し
い
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
（
今
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

開
催
し
て
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
）
を
味
わ
う
こ
と
が
出
来
ま

す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
落

ち
着
い
た
こ
ろ
に
家
族
や
友
人

と
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　

美
保
管
制
隊

　
　
　
　

山　

蓮　

士
長

な
く
な
り
次
第
で
終
了
し
ち
ゃ

う
の
で
そ
こ
は
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
食
以
外
に
も
、
豊
前
海

は
干
潟
が
有
名
で
日
本
三
大
干

潟
に
も
選
ば
れ
て
い
る
ほ
ど
で

す
。
そ
の
た
め
小
さ
い
こ
ろ
は
、

よ
く
潮
干
狩
り
に
行
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
絶
滅
が
危
惧
さ

れ
て
い
る
、
カ
ブ
ト
ガ
ニ
や
ア

オ
ギ
ス
と
い
っ
た
希
少
な
生
き

物
を
運
が
良
け
れ
ば
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

魅
力
一
杯
の
豊
前
市
な
の
で

是
非
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
！

ふるさとバンザイふるさとバンザイ

「自然と食と
　重要文化財の町」
福岡県豊前市
美保気象隊
１等空士　田村龍之介

うみてらす豊前で食事でも！うみてらす豊前で食事でも！

パラセーリングパラセーリング

衛生隊の皆さん！いつもありがとうございます衛生隊の皆さん！いつもありがとうございます

ニンゲンノモリニンゲンノモリ鳴門海峡の夕暮れ鳴門海峡の夕暮れ


